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西
間
門
長
倉
家
と
ミ
学

心
学
（
石
門
心
学
）と
は
、
近
世
中
期
石
田

梅
岩
に
よ

っ
て
創
始
さ
れ
た
庶
民
の
た
め
の

教
学
で
あ
る
。
儒
教
道
徳
に
仏
教

・
神
道
の

教
説
を
取
り
入
れ
た
平
易
な
そ
の
教
え
は
、

成
長
し

つ
つ
あ

っ
た
町
人
階
級
に
広
く
普
及

し
、
従
来
蔑
視
さ
れ
て
い
た
商
業
行
為
に
正

当
性
を
与
え
、
勤
勉

・
倹
約

・
正
直
な
ど
の

徳
日
を
中
心
に
「
町
人
の
哲
学
‐」と
し
て
の
役

割
を
呆
し
た
し
道
話
と
呼
ば
れ
る
講
義
や
寺

子
屋
教
育
な
ど
を
通
じ
て
全
国
に
広
ま
り
、

十
九
世
紀
初
頭
に
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。

現
在
の
沼
津
市
域
に
心
学
の
教
化
が
及
ん

だ
の
は
、
全
国
的
に
は
衰
退
期
に
あ

っ
た
幕

末
で
あ
る
。
も
た
ら
し
た
の
は
広
島
藩
士
出

身
の
心
学
者
中
村
徳
水
、
受
け
入
れ
た
の
は

駿
束
那
西
間
門
村
の
長
倉
源
右
衛
門
と
そ
の

一
族
郎
党
、
同
郡
松
長
村
の
名
主
増
山
源
七

と
そ
の

一
家
、
布
川
謙
斎
ら
荻
野
山
中
藩
松

長
陣
屋
在
勤
の
武
士
、
小
林
要
造
ら
沼
津
藩

十
、
と

い
っ
た
人

々
で
あ
る
。

弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
か
Ｌ
嘉
永
三
年

（
一
人
五
〇
）

に
か
け
て
七
回
ほ
ど
西
間
門
や
松
長
を
訪
れ

た
中
村
は
、
長
倉
家

・
増
山
家
で
道
話
を
行

っ
た
。
両
村
の
門
人
た
ち
は
社
中
を
形
成
し

長倉誠一郎の大IБ宅 (『 日本博覧図』より)
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そ
の
教
え
を
受
け
た
ら
し
い
。

さ
て
心
学
を
受
容
し
た
長
倉
源
右
衛

門
家
は
、
駿
東
郡
き

っ
て
の
大
地
主
で

あ
る
。
幕
末
期
の
村
落
内
に
お
け
る
階

級
対
立
の
激
化
や
地
主
経
営
の
危
機
と

い
っ
た
状
況
が
同
家
を
心
学
に
よ
る
修

身
斉
家

・
民
衆
教
化
の
効
力
に
飛
び
付

か
せ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
中
村
を
自

宅
に
招
い
た
源
右
衛
門
は
、
同
家
六
代

目
の
当
主
で
明
治
二
年

（
一
人
六
九
）

に
六
十
九
歳
で
亡
く
な

っ
た
人
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
息
子
で
七
代
当
主

と
な
る
源
左
久
も
当
時
二
十
歳
代
で
あ

り
、
心
学
を
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
村
徳
水
が
合
主
と
な

っ
た
江
戸
の

心
学
講
合
参
前
合
は
、
明
治
維
新
後
も

存
続
し
た
が
、
長
倉
家
と
心
学
と
の
関

係
が
ど
う
な

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
長
合
源
左
久
は
地
域
名
望
家
と

し
て
民
衆
の
啓
蒙
に
力
を
入
れ
、
村
民

の
た
め
に
夜
学
を
開
設
し
た
り
し
て
い

る
。
明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
十
月

十
八
日
の

『沼
津
新
聞
』
で
は
、

「
当

郡
西
間
門
村
な
る
長
倉
源
左
久
氏
は
村

内
の
不
文
に
し
て

一
六
会
疑
蔓
延
の
兆

侯
あ
る
を
慣
り
人
民
を
陶
冶
せ
ん
と
し

て
自
宅
の
茶
部
室
に
於
て
夜
学
を
始
め

た
り
其
入
費
た
る
や

一
家
に
し
て
之
を

弁
償
し
油
代
か
ら
手
本
に
至
る
迄
残
る

隈
な
く
之
を
弁
償
す
鳴
呼
真
誠
の
美
事

な
る
哉
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

長
倉
源
左
久
は
明
治
二
十
八
年

（
一

八
九
五
）
七
十
歳
で
亡
く
な

っ
た
が
、

明
治
二
十
三
年
の

「
日
本
全
国
貴
族
院

多
額
納
税
者
議
員
互
選
名
簿
」
に
よ
る

と
、
直
接
国
税

一
千
円
以
上
を
納
め
る

静
岡
県
屈
指
の
巨
大
地
主
に
成
長
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
子
誠

一
郎

も
県
会
議
員

・
駿
東
実
業
銀
行
頭
取
な

ど
を

つ
と
め
、
県
政
財
界
に
重
き
を
な

し
た
。
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
時

点
で
も
同
家
は
、
田
畑

一
四
四
町
歩
、

小
作
人

一
二
四
戸
を
保
持
し
て
い
た
。

地
主

・
資
本
家

へ
の
道
を
た
ど
っ
た

長
倉
家
発
展
の
歴
史
の
中
で
、
心
学
の

伝
統
は
近
代
精
神
に
そ
ぐ
わ
な

い
も
の

と
し
て
捨
て
去
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
何
ら
か
の
形
で
継
承
さ
れ
た

部
分
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
参
考
文
献
〉
及
川
大
漢

「中
村
徳
水

の
駿
遠
地
方
に
お
け
る
心
学
教
化
ヽ
地

方
史
静
岡
』
３

・

『静
岡
県
現
住
者
人

物

一
覧
』

・

『駿
河
銀
行
七
十
年
史
』

・

『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資

料
集
成
』

・

『大
正
昭
和
日
本
全
国
資

産
家
地
主
資
料
集
成
』

（

一雇

沼
津
兵
学
校
の
優
れ
た
教
授
陣
は
政

府
か
ら
も
目
を
付
け
ら
れ
、
明
治
二
年

後
半
頃
か
ら
政
府
に
出
仕
を
命
じ
ら
れ

る
者
が
続
出
し
た
。
引
き
抜
か
れ
て
沼

津
を
去

っ
て
い
く
人
々
は
、

「
天
朝
御

一屋
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
現
象
は
、
静

岡
学
問
所
の
教
授
陣

く
熊
谷
直
孝
辞
令

（熊
谷
孝

一
氏
所
蔵
）

鞣卦
篤
汽
五
Ｉ
竹

嵐

八

難

鱚

囃
響
鷲
串

輩
搬
ヤ
餞

な
ど
他
の
静
岡
藩
十
に
も
及
ん
だ
。
明

治
二
年
勝
海
舟

・
津
田
真
道

・
渋
沢
栄

一
。
前
島
密

・
肥
田
浜
五
郎
、
三
年
外

山
正

一
・
堀
越
愛
国

・
杉
浦
譲

・
岩
橋

教
章
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

し
か
し
沼
津

・
静
岡
に
残

っ
た
者
に

と
っ
て
も
、
明
治
政
府

へ
仕
官
す
る
の

は
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。
廃
藩
置
県
は

目
前
に
追

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
朝

御柔

声珍贔
魏
篇

材
◇

沼津からの天朝御雇

明治 1

明治 1

明治 2

明治 2

明 治 2

明 治 3

明 治 3

明 治 3

明 治 3

明 治 3

明 治 3

明 ,台 3

明 治 3

明治 3

明 治 3

明 治 3

明 治 4

明治 4

12 12 サ||_11冬 F豊

1214揖 斐  章
9 8篠 原 貢堂
秋   山内勝明
?  桂 川甫策
110田 辺大一
217河 津祐 賢
2  19 'ヨ

`゛

詈ヨlr

3 13 功く松則良
5  3 本本  '同力与

7 11 本多  t'三二

9 28 西   周
lo l 高島茂徳
1020永 持 明徳
?  山本淑儀
?  山田昌月∫
1  白戸 1隆輛
1  三浦 炊

手″
‐
つυノA朝 1■‖権 ~見

(沼 津兵学校絵 図 方)一 → 開成所筆生
(沼 津兵学校二等教授 )一→ 軍務官出仕

(沼 津病 院二等医師 )一― →大学大助教

(沼 津 兵学校二等教授 )→ 陸軍
(沼 津病 院二等医師 )一 → 大学南校
(沼 津兵学校一等教授 )一→ 外務 少 71N

(沼 津勤番組一番煩頭取 )→大阪 キ軍所出仕

(沼 iヤ 兵学校教授 方手伝 )→民部 省土木司出仕

(沼 iキ 兵学校一等教授 )一→兵部 省出仕

(沼 津病 院重立取扱 )一 ―→ 大学 中陣士

(沼 津兵学校二等教授 )一→ 民部 省出仕

(沼 津兵学校頭取 )一――→ 兵部 省出仕 少丞准席

(沼 津兵学校二等教授 )一→ 兵学寮砲兵係

(沼 津 兵学校二等教授 )一→ 大阪 兵学寮

(沼 it兵学校二 等教授並 )→海軍兵学寮大得業生

(沼 津兵学校教授方手伝 )→海軍 兵学寮大得業生

(沼 津勤番組之・_8)一――→ 陸軍少佐

(打卜川小病院頭取 )一――→ 軍医
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島
田
三
郎

江
原
素
六

・
島
田
二
郎
の
二
人
は
と

も
に
旧
幕
臣
で
あ
り
沼
津
兵
学
校
の
管

理
者

・
生
徒
の
関
係
だ

っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
政
界
や
キ
リ
ス
ト
教
界
の
名
士

と
し
て
も
同
じ
道
を
歩
ん
だ
先
輩

・
後

輩
で
あ

っ
た
（年
齢
差
は
十
歳
）．
特
に
、

薩
長
藩
間
に
屈
せ
ず
、
世
界

へ
の
広

い

視
野
と
底
辺
社
会
に
対
す
る
問
題
関
心

を
持
ち
続
け
、
生
涯
在
野
の
精
神
を
貫

い
た
点
で
、
こ
の
二
人
は
共
通
す
る
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
有
し
て
い
た
。

江
原
没
後
大
正
卜
二
年
刊
行
の

『
江

原
素
六
先
生
伝
』
に
寄
せ
た
島
日
の

一

文
か
ら
は
、
清
廉

・
寡
欲
な
先
輩
に
対

す
る
深

い
尊
敬
の
念
が
伺
え
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、

明
治
二
十

一
年

（
一
八
九
八
）
に
松
島

廉
作

に
あ

て
た
島

田
の
書
簡

で
あ
る

（当
館
所
蔵
）。
松
島
は
遠
州
浜
名
郡
五

島
村

（現
浜
松
市
）
の
人
で
、
改
進
党

―
進
歩
党
に
属
し
衆
議
院
議
員
を
つ
と

め
た
人
。
島
田
も
松
島
も
当
時
進
歩
党

員
で
あ
り
、
二
月
二
十
五
日
の
第
五
回

総
選
挙
に
向
け
て
選
挙
運
動
の
真
最
中

で
あ

っ
た
ｃ
島
日
は
沼
津
で
の
進
歩
党

演
説
会
の
弁
士
を
頼
ま
れ
た
ら
し
い
が
、

先
輩
で
あ
る
江
原
が
政
敵
自
由
党
か
ら

立
候
補
す
る
こ
と
に
遠
慮
し
て
、
沼
津

遊
説
を
断

っ
た
ら
し
い
。

こ
の
書
簡
か

ら
は
、
政
治
上
の
主
義
主
張
と
先
輩
に

対
す
る
恩
情
と
の
板
ば
さ
み
に
な

っ
た

島
田
の
苦
悩
が
に
し
み
出
て
い
る
。

沼
津
で
の
選
挙
結
果
は
、
進
歩
党
市

河
篤
三
の
落
選
、
江
原
の
勝
利
だ
っ
た
。

筒 )(封

一月
二
十
日
　
　
　
島

田
二
郎

松
島
老
台
侍
史

（

尊
書
拝
誦
仕
候
井
上
氏
之
進
退

二
付
行

違
ひ
を
生
じ
多
年
進
歩
党
之
為
め
に
尽

力
せ
ら
れ
候
氏
之
退
引

二
関
シ
政
友
問

に
紛
議
を
生
じ
候
こ
と
遺
憾
之
至

二
存

候
同
氏
之
退
引

ハ
種
々
之
事
情
も
可
有

候
其
内
部
に

ハ
余
議
ナ
キ
次
第
も
推
察

仕
候
得
共
兎
に
角
今
少
シ
慎
重
に
国
友

に
謀
ら
れ
し
事

ニ
ハ
紛
議
を
避
け
円
満

之
終
局
を
得
ラ
レ
呼
中
を
卜
痛
嘆
に
た

へ
ず
候
双
方
之
間
に
御
立
ナ
サ
レ
候
老

兄
之
御
苦
哀
実
に
御
察
シ
申
上
候
担
又

沼
津
に
於
ケ
る
演
説
会
に
出
席
を
要
ス

云
々
御
尽
力
奉
謝
候
小
生
も
御
手
伝
に

可
能
出
筈

ニ
ハ
御
座
候

へ
共
此
事

二
関

シ
候
て

ハ
小
生
身
事

二
一
種
之
情
誼
有

之
候

ハ
別
議

二
も
無
之
江
原
素
六
氏

ハ

小
生
少
年
沼
津

二
於
て
教
育
を
受
た
る

時
期
同
氏

ハ
学
校
創
立
者
之

一
人
に
て

教
務
を
総
管
ス
ル
者
之
列

二
居
り
候
に

付
小
生
親
く
教
を
受
た
る
こ
と
無
之
候

へ
共
名
分
上
小
生

ハ
門
人
之
列
に
相
当

り
申
候
世
態
大
に
変
候
も
小
生

ハ
常
に

社
交
上
同
氏
を
先
輩
と
し
て
待
遇
罷
在

候
往
年
藤
伎
町

二
罷
出
候
節
飯
高
某
氏

（
旧
姓
七
之
丞
）
に
運
近
候
節
其
旧
誼

を
思
ひ
謝
意
を
述
た
る
こ
と
有
之
恰
も

江
原
氏
に
対
す
る
モ
ノ
ト
同
様
之
感
情

に
出
候
今
日
政
界
に
於
て
相
争
に
際
是

等
之
関
係
を
以
て
辞
謝
仕
候
こ
と
療
態

に
属
す
る
と
評
す
る
者
も
之
あ
ら
ん
但

小
生
之
性
と
し
て
同
氏
を
当
之
敵
と
し

て
争
ふ
に
忍
び
ず
尤
氏
之
人
と
為
り
悟

清
に
し
て
自
由
党
中
に
身
を
置
く

ハ
宜

き
所
に
あ
ら
ず
と
嘗
て
私
席

二
於
て

ハ

田
口
卯
吉
氏
と
共
に

（
円
口
氏
も
小
生

と
共
に
江
原
氏
管
理
之
学
校
に
教
を
受

た
る
縁
故
あ
る
に
よ
り
）
退
党
を
勧
め

た
る
こ
と
有
之
江
原
氏
も
中
心
自
由
党

之
腐
敗
を
嘆
ジ
引
退
之
志
あ
り
と
存
候

今
回
も
強
て
立
た
し
め
た
る
者
と
了
解

罷
在
候
且
小
生
が
沼
津
に
在
リ
シ
縁
故

を
利
用
シ
テ
此
地
に
江
原
氏
と
対
戦
之

会
に
臨
み
候

ハ
更
々
不
可
な
る
者
あ
る

を
覚

へ
候
小
生
が
政
友
に
尽
す
分
野

ハ

他

二
多

々
有
之
候
に
付
今
回

ハ
他
之
政

友
に
計
議
シ
臨
席
を
乞
ひ
可
申
鳩
山
氏

と
協
議
之
上
電
報
を
以
て
御
確
答
可
申

上
候

（鳩
山
氏
幸
に
承
諾
セ
バ
同
氏
参

席
ス
ベ
シ
）
事
情
如
此

二
候
得
共
此
事

を
明
白
に
御
地
之
政
友
に
御
語
り
被
下

候
こ
と
味
方
之
不
利
と
御
考

ヘ
ニ
候

ハ

ヾ
他
之
理
由
を
以
て
御
技
露
被
下
度
若

し
差
支
ナ
シ
ト
御
考
被
成
候

ハ
ヽ
小
生

ハ
更

二
忌
む
べ
き
議
卜
不
存
候
間
御
話

シ
被
下
候
て
更

二
差
支
無
之
候
先

ハ
不

参
之
理
由
申
上
度

一
書
拝
呈
仕
候
頓
首

松 島 廉 作 島 田 三 郎
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◎
企
画
展

「
教
科
書
の
あ
ゆ
み
」
を

開
催
中

昨
年
１２
月
２０
日
か
ら
、
四
階
展
示
室

で
企
画
展

「
教
科
書

の
あ
ゆ
み
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
教
科

書

の
移
り
変
わ
り
を
、
江
戸
時
代
、
文

明
開
化
期
、
検
定
教
科
書
時
代
、
国
定

教
科
書
時
代
、
十
五
年
戦
争
時
代
、
戦

後
な
ど
の
時
代
に
区
分
し
て
展
示
し
、

ま
た
文
明
開
化
期
に
さ
か
ん
で
あ

っ
た

教
科
書
の
地
方
出
版
の
も
と
で
静
岡
県

内
で
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
や
、
沼
津
兵

学
校
の
影
響
の
色
濃

い
、
沼
津
で
出
版

さ
れ
た
教
科
書
な
ど
、
郷
土
ゆ
か
り
の

のようす

教
科
書
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
広
報
誌
や
こ
の
欄
で
呼
び
か
け

を
行

っ
た
終
戦
後
の
墨
塗
り
教
科
書
も

提
供
者
が
あ
ら
わ
れ
、
展
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

市
立
沢
田
小
学
校
で
は
、
３
年
生
が

団
体
で
見
学
し
、
自
分
た
ち
の
学
校
の

講
話
を
聞
き
な
が
ら
、
教
科
書
展
で
学

習
し
ま
し
た
。

こ
の
教
科
書
展
は
２
月
２６
日
０
ま
で

開
か
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
早
め
に

ご
来
場
下
さ
い
。

◎
企
画
展
示
室
の
閉
室
に
つ
い
て

企
画
展

「
教
科
書

の
あ
ゆ
み
」
終
了

後
の
展
示
替
え
作
業
の
た
め
、
四
階
展

示
室
を
つ
ぎ
の
期
間
閉
室
と
い
た
し
ま

す
。
２
月
２８
日
ω
～
３
月
３
日
い
。

■
一一
一一一一一鑽

三
階
展
示
室
及
び
そ
の
他
図
書
室
な

ど
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
で
す
。

◎
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た

昭
和
６‐
年
７
月
以
降
、
当
館
に
ご
寄

贈
を

い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
と
資

料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
⌒敬
称
は
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

短
刀
他

。
人
築
志
夫

（鎌
倉
市
）

写
真
他

・
田
辺
美
佐
子

（京
都
市
）

古
文
書

・
林
富
貴
子

（八
王
子
市
）

絵
卓
紙

・
小
川
喜
市
郎

（
三
園
町
）

絵
は
が
き

。
加
藤
二
郎

（本
郷
町
）

辞
令
他

・
間
宮
信
征

（東
京
都
）

絵

は
が
き
他

・
鈴
川
憲
二

⌒上
上
町
）

印
刷
画

・
岡
正
三

（下
香
貫
柿
原
）

掛
軸
他

・
中
村
通
子

（伊
勢
原
市
）

書
籍

・
白
石
あ
や
子

（下
香
貰
柿
原
）

浮
世
絵

・
円
中
和
男

（
下
本
町
）

占

文
書

・
伊
藤
栄
勝

（東
京
都
）

書
籍
・

清
野
武

（京
都
市
）

通
知
表

・
中
野

左
登

（東
間
門
）

小
松
陳
需
遺
品

・

小
松
千
枝

（東
京
都
）

新
聞

・
石
井

為
次

（松
長
）

絵
は
が
き

。
長
谷
川

陽

一

（御
幸
町
）

絵
は
が
き

・
青
山

正
巳

（横
須
賀
市
）

た
ん
す
他

・
水

口
勝
次
郎

（
西
椎
路
）

古
文
書
他

・

高
田
綾

（東
京
都
）

短
冊

・
万
年
文

雄

（大
阪
府
島
本
町
）

圭
［
幅

・
小
平

´

允
子

（
千
本
松
下
町
）

教
科
書

・
森

秀
久

（
石
川
）

古
文
書

・
秋
鹿
俊
雄

（本
松
下
）

圭
［
籍

・
古
屋
重
親

（柏

市
）

古
文
書

。
大
和
瀬
寅
直

（
二
瀬

川
町
）

教
科
書

・
鈴
木
博
光

（柳
沢
）

楽
譜
他

・
立
石
月
子

⌒沼
北
町
）

和

本
他

・
持
田
篤
胤

（
岡
宮
）

教
科
書
・

中
村
和
実

（大
岡
北
小
林
）

教
科
書

他

・
青
木
昇

（重
寺
）

教
科
書
他

・

和
田
道
雄

（本
字
下

一
丁
円
）

い
た
だ
い
た
資
料
は
大
切
に
保
存
じ

今
後
の
館
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
続
け
て
お
読
み
に
な
り
ま
せ
ん
か

「
明
治
史
料
館
通
信
」
は
、
市
役
所
玄

関
や
市
関
係
施
設
等
で
配
付
し
て
い
ま

す
が
、
継
続
し
て
お
読
み
に
な
り
た
い

た
め
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
住
所

・

氏
名

。
電
話
番
号
明
記
の
上
、
２
年
間

一分
の
郵
送
料
と
し
て
六
０
円
切
手
８
枚

を
同
封
し
、
当
館
あ
て
封
書
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
１６
号

獅
礁
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
記
１
１

８
〇
五
五
九
間
三
二
三
五

塁塗 り教科書 と紙貼 り教科書

終戦直後、占領年の政策により11国主義的

記 llが教科書から削除された。半塗りによ

ったことはよく矢‖らオしるが、 lIヽ を員占っオニ上場

合もあったことが資本1か メラ伺える。


